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大気微粒子は、雲粒ができる際の核になるなど、
その「物質科学」的な特徴に応じた働きによって、
気象・気候に作用し得ることを知っていますか？

私たちは、エアロゾル質量分析などの先端的な計測技術を
活用した野外観測・室内実験により、大気微粒子（エアロゾ
ル粒子）の化学的・物理的な特性や、粒子が関わる反応過
程を明らかにすることを目指しています。これらの研究にお程を明ら する を目指し ます。 れら 研究 お
いて、特に注目しているのは、大気エアロゾル粒子の主要成
分である有機物の存在です。このように、私たちは、「物質科
学」の視点を取り入れた研究を通して、大気エアロゾル粒子
の気象・気候に対する影響の理解への貢献を図ります。

主な研究のアプローチ※主な研究のアプ チ

1. エアロゾル質量分析による組成解析

大気エアロゾル粒子の特性を決める本質的に重
要な因子のひとつは化学組成です。私たちは、エア
ロゾル質量分析の手法を用いて、有機物の化学的
な特徴など、組成に関する情報を取得し、粒子の特
性との関係を明らかにする とを目指し います

2. 大気エアロゾル粒子の吸湿特性と
雲凝結核活性の解析

大気エアロゾル粒子が水を取り込む能力は、粒子
による太陽光の散乱や、雲粒の生成と密接に関係し
ています 私たちは 吸湿タンデムDMAや雲凝結核

性との関係を明らかにすることを目指しています。
（左・上図）紀伊半島の森林域における
大気観測の機材（京都大学和歌山
研究林にて）。
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ています。私たちは、吸湿タンデムDMAや雲凝結核

カウンタと呼ばれる装置を用いて、粒子が水蒸気を
取り込み大きくなる性質を詳細に調べています。

（左図）沖縄における大
気エアロゾル粒子の吸
湿成長度（加湿による
粒子直径の増加率）と
空気塊の経路の関係

（上図）質量分析法を用いた、大気エアロゾルから抽出した
有機物の解析結果。装置内で試料から生成するイオンの質
量電荷比の情報から、含まれる元素の情報を得る。

From T. Mihara and M. Mochida, Characterization of solvent-extractable 
organics in urban aerosols based on mass spectrum analysis and
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3. 有機エアロゾルの不均一・多相反応に関する
室内実験研究

大気エアロゾル粒子の表面や内部では、大気中の
気体が関与する化学反応が進行し、それにより粒子
の特性が次第に変化していることが考えられます 私

空気塊の経路の関係。
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研究室見学を受け付けています。興味のある方は気軽にご連絡下さい。

の特性が次第に変化していることが考えられます。私
たちは、質量分析法を用いて、このような化学反応過
程を調べる試みを始めています。このような研究は、
粒子がどのように生まれ成長するのか、その一生の
理解に寄与すると考えています。
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